
大学コンソーシアムひょうご神戸 

2026年度 第 1回 国際交流委員会 議事録 

 

日 時：2026年 4月 27日(月) 10：00～11：31 

開催場所：兵庫国際交流会館１階 Nadacom Station 

出席校：【委 員 長】兵庫県立大学          横山教授、光永課長 

【副委員長】神戸市外国語大学        中嶋センター長、壽谷係長 

【委  員】芦屋大学            木村氏 

大手前大学・大手前短期大学   奥田課長 

関西学院大学・関西学院短期大学 鳥山次長 

甲南大学            小幡課長 

甲南女子大学          塩谷課長 

神戸大学            木村課長 

神戸学院大学          影本事務部長 

神戸市看護大学         森山教授 

神戸松蔭大学          高木氏 

神戸女学院大学         高地課長 

兵庫大学・兵庫大学短期大学部  上田課長代行 

流通科学大学          上田氏（代理出席） 

陪席：       兵庫県立大学          中山主任 

  

（欠席校：明石工業高校専門学校､関西国際大学､関西福祉大学、神戸国際大学、神戸親和大学､神戸常盤大学､

芸術文化観光専門職大学） 

（コンソ事務局：鈴木、慈、朝川） 

 

Ⅰ．協議事項 

1. 2026年度国際交流委員会事業計画（案）について  （資料 1） 

  1）【取組 1】兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業の実施 

2）【取組 2】加盟校の国際交流プログラムとの連携促進 

①学生海外派遣プログラム  

②事業年度内に加盟校で企画・実施し、加盟校に開放された国際交流プログラム 

 

Ⅱ．報告事項 

 1．2026年度国際交流委員会委員校について     （資料 2） 

2. 神戸市外国語大学 模擬国連開会式について 

3. 神戸常盤大学 学生海外派遣プログラム「オーストラリア看護研修コース」について   （資料 3） 

4. 神戸学院大学 防災コミュニケーションカード進捗報告について     (資料 4) 

 5．Let’s  Go-setsu!  留学生日本人学生募集（6月 17日（水）開催）について      (資料 5) 

 6．英語村 留学生日本人学生募集（8月 7日（金）開催）について     (資料 6) 

7．国際交流フェスティバル出展団体募集（12月 5日（土）開催）について (資料 7) 

 

Ⅲ．連絡・調整事項 

1. 2026年度定時総会について   

・日時：6月 1日（月）15時 00分～16時 30分      



 2．2026年度国際交流委員会の開催予定と主な議題について 

・第 2回（9月）：2026年度タイプ 3プラットフォーム型申請に向けた実績と自己評価(案)について 

・第 3回（12月）：2026年度事業自己評価（案）について 

・第 4回（翌 2月）：2027年度事業計画・予算（案）について 

・第 5回（翌 3月）：2026年度事業報告・決算について 

3. 「大学コンソーシアムひょうご神戸設立 20周年記念式典・懇親会」について 

4. 外国人留学生対象の合同大学説明会について 

 

 

＜資料一覧＞ 

【協議事項 1】資料１－1：2026年度国際交流委員会 事業計画 詳細（案） 

【協議事項 1(参考)】資料１-2：2026年度国際交流委員会 事業予算 

【報告事項 1】資料 2：2026年度国際交流委員会名簿 

【報告事項 3】資料 3：神戸常盤大学 学生海外派遣プログラム「オーストラリア看護研修コース」 

【報告事項 4】資料 4：神戸学院大学 防災コミュニケーションカード  

【報告事項 5】資料５：Let’s  Go-setsu!  留学生日本人学生募集（6/17開催） 

【報告事項６】資料６：英語村 留学生日本人学生募集（8/7開催） 

【報告事項 7】資料 7：国際交流フェスティバル出展団体募集（12/5開催） 

 

【Ⅰ.協議事項】 

1. 2026年度国際交流委員会事業計画（案）について 

 1）【取組 1】兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業の実施 

 2）【取組 2】加盟校の国際交流プログラムとの連携促進 

①学生海外派遣プログラム 

②事業年度内に加盟校で企画・実施し、加盟校に開放された国際交流プログラム 

慈事務局員より、資料 1－1に基づき、2026年度国際交流委員会事業計画（案）について説明があ 

り、全員異議なく承認された。 

 

【Ⅱ．報告事項】 

 1．2026年度国際交流委員会委員校について 

 慈事務局員より、資料2に基づき、2026年度国際交流委員会委員校について報告があった。 

続いて、各校より自己紹介を兼ねて国際交流に係る自大学の取組および課題等の共有があった。 

2. 神戸市外国語大学 模擬国連開会式について 

慈事務局員より、資料 2に基づき、神戸市外国語大学で行われる模擬国連について、開会式が 7月 10

日（金）との報告があった。加盟校の教職員の参加を募集する旨の案内があった。 

3. 神戸常盤大学 学生海外派遣プログラム「オーストラリア看護研修コース」について 

慈事務局員より、資料 3に基づき、「オーストラリア看護研修コース」については、神戸常盤大学の学

生で定員に達したため募集を締め切っていること、「医療検査ネパールコース」については定員割れの

ためキャンセルとなったことの報告があった。 

4. 神戸学院大学 防災コミュニケーションカード進捗報告について 

鈴木次長より、資料４に基づき、防災コミュニケーションカード進捗と今年度はワークショップ等を

含め年 4回実施する予定であることが報告された。 

 5．Let’s Go-setsu! 留学生日本人学生募集（6月 17日（水）開催）について  

慈事務局員より、資料５に基づき、昨年の留学生合同企業説明会実施報告と留学生日本人学生募集の



周知依頼があった。本件に関して、神戸市外国語大学の中島センター長より参加企業数とプログラム

の趣旨について質問があった。鈴木次長より、このプログラムでは、兵庫県と神戸市が主催する外国

人向け合同企業説明会を訪問する。企業数は現時点で68社で、最大 80社まで継続募集中である。ま

た、趣旨は、主に合同企業説明会に参加したことがない留学生の体験、教育的プログラムであるとの

回答があった。 

 

6．英語村 留学生日本人学生募集（8月 7日（金）開催）について 

慈事務局員より、資料 6に基づき、今年度の開催日と概要の説明、留学生日本人学生募集の周知依頼

があった。 

7．国際交流フェスティバル出展団体募集（12月 5日（土）開催）について 

慈事務局員より、資料 7に基づき、本フェスティバルの開催概要と出店概要についての説明があり、

加盟校の参加を募集する旨の案内があった。 

 

【Ⅲ．連絡・調整事項】 

1. 2026年度定時総会について 

慈事務局員より、2026 年度定時総会は、6 月 1 日（月）15 時 00 分～16 時 30 分に開催される旨の

説明があった。 

2．2026年度国際交流委員会の開催予定と主な議題について 

慈事務局員より、2026年度国際交流委員会の開催予定と主な議題について説明があった。 

3. 「大学コンソーシアムひょうご神戸設立 20周年記念式典・懇親会」について 

鈴木次長より、大学コンソーシアム兵庫神戸の設立 20 周年記念式典・懇親会を 11 月ごろに開催予定

であるとの説明があった。 

４. 外国人留学生対象の合同大学説明会について 

鈴木次長より、タイプ 3助成金のエビデンスとして加盟校からの合同大学説明会の情報収集が必要であ

るため、会議後に Formsでの入力をお願いしたいとの依頼があった。 

 

【Ⅳ. 意見交換】 

以下の課題について質疑応答があり、加盟校間で情報共有が行われた。 

<主な意見> 

・短期海外研修と試験日程の重複への対応について 

短期海外研修と試験日程の重複対応は大学ごとに異なる。教員の配慮を制度化する例（公休・追試等）、

学生が個別に依頼する方式、事務が確認し教員へ対応依頼するフロー整備など、多様な対応が共有され

た。 

・留学生と日本人学生の交流促進について 

留学生と日本人学生の交流促進には、学生主体の取組が有効である。公認団体によるイベント運営やバ

ディ制度、国際交流サポーター制度、言語交換などが実施されている。英語開講科目の開放も効果的で

あり、大学は過度に介入せず自主性を尊重することが重要である。 

・留学生受入れ体制について 

留学生の授業受入れは、N2以上で日本人と同一授業を履修する方式や、日本語・英語トラックと一般授

業の併用など多様である。英語科目の日本人開放や日本語要件を緩和した混合授業の試行も進む一方で、

留学生専用の「出島型」からの脱却が共通課題である。 

・留学生のメンタルサポートについて 

派遣留学生のメンタル不調には、Zoom 面談やオンラインカウンセリング、学生相談室の遠隔対応で支

援。危機管理会社の活用や現地教員の面会事例もある。事前オリエンテーションで相談窓口を周知する



ことが重要であり、支援実績の把握・共有が課題である。 

・ムスリム礼拝場所の設置等の学内調整について 

ムスリム学生向けプレイルームは、学生の事情を教員に説明し理解を得て設置。利用ルール（遅刻防止

等）を周知し運用する。仏教系大学では一部摩擦もあったが、センターが調整役を担い解消。 

 

以上をもって、2026年度第 1回国際交流委員会は終了した。 


